
新
居
浜
市
職
労
・
新
居
浜

水
道
労
組
は
４
月
１
日
、
新

採
職
員
研
修
終
了
後
、
組
合

説
明
会
を
開
催
。
藤
田
委
員

長
が
力
強
く
加
入
を
訴
え
、

新
採
加
入
グ
ッ
ズ
の
一
連
の

資
料
に
、
新
居
浜
市
独
自
プ

レ
ゼ
ン
ト
「
印
鑑
セ
ッ
ト
」

を
自
治
労
連
の
手
提
げ
袋
に

詰
め
て
配
布
。
説
明
会
終
了

後
、
さ
っ
そ
く
加
入
届
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
は
４
月
１
日
、

新
年
度
の
キ
ッ
ク
オ
フ
に
合

わ
せ
、
新
規
採
用
職
員
へ
組

合
加
入
の
勧
誘
を
開
始
。
事

前
リ
サ
ー
チ
で
割
り
振
ら
れ

た
役
員
が
、
同
じ
職
場
と
な
っ

た
先
輩
組
合
員
と
一
緒
に
昼

休
み
を
利
用
し
グ
ッ
ズ
も
持

参
し
て
直
接
訪
問
。
先
輩
２

人
が
声
か
け
そ
、
す
ぐ
に
組

合
加
入
届
を
記
入
、
共
済
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
受
け
取
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
６
日
に
は
柿

原
委
員
長
・
上
甲
書
記
長
が

声
か
け
し
対
象
者
全
員
か
ら

加
入
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

宇
和
島
市
職
は
４
月
１
日

新
採
職
員
へ
の
加
入
呼
び
か

け
を
ス
タ
ー
ト
。
勧
誘
グ
ッ

ズ
と
し
て
「
共
済
グ
ッ
ズ
」

「
単
組
独
自
チ
ラ
シ
」
「
お

菓
子
」
と
あ
わ
せ
て
「
マ
ス

ク
１
箱
」
を
進
呈
す
る
こ
と

を
決
め
て
準
備
し
、
勤
務
開

始
と
と
も
に
単
組
役
員
と
書

記
が
手
分
け
し
て
各
課
の
新

採
職
員
の
席
に
グ
ッ
ズ
の
入
っ

た
袋
を
配
布
し
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は
４
月
５
日

昼
休
み
に
「
組
合
説
明
会
」

を
開
催
。
県
本
部
作
成
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
上
映
後
、
久
保
委
員
長

の
加
入
呼
び
か
け
に
続
い
て
、

参
加
者
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、

木
曽
副
委
員
長
が
組
合
の
説

明
と
自
治
労
連
共
済
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
案
内
。
役
員
よ
り

「
加
入
用
紙
の
記
入
」
を
促

し
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
隣

の
先
輩
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
」

と
伝
え
ま
し
た
。
今
年
の
新

採
職
員
全
員
か
ら
組
合
加
入

届
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

西
条
市
職
労
は
４
月
５
日

夕
方
に
「
組
合
説
明
会
」
を

開
催
し
、
今
年
度
採
用
職
員

25人
が
参
加
。
は
じ
め
に
、

山
内
委
員
長
が
「
組
合
に
加

入
し
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
市
職
労
作
成
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
見
て
、
八
塚
青
年
部

長
が
「
青
年
部
に
皆
さ
ん
が

加
わ
り
、
一
緒
に
活
動
で
き

る
こ
と
を
心
か
ら
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」
と
加
入
を
訴

え
ま
し
た
。
職
場
か
ら
説
明

会
場
に
一
緒
に
来
た
先
輩
組

合
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、

参
加
し
て
い
た
新
採
職
員
が

そ
の
場
で
加
入
し
ま
し
た
。

今
後
は
個
別
に
職
場
で
呼
び

か
け
を
継
続
し
、
新
採
職
員

全
員
加
入
を
め
ざ
し
ま
す
。

今
治
市
職
は
４
月
６
日
か

ら
「
組
合
説
明
会
」
を
昼
休

み
と
夕
方
に
分
け

16日
ま
で

実
施
。
佐
々
木
委
員
長
か
ら

「
公
務
職
場
で
の
組
合
の
必

要
性
」
な
ど
を
交
え
あ
い
さ

つ
、
西
原
書
記
長
が
手
作
り

の
フ
リ
ッ
プ
に
よ
る
「
組
合

説
明
」
と
「
組
合
説
明
会
後

に
使
え
る
仕
事
の
コ
ツ
」
と

題
し
て
、
自
分
の
経
験
談
を

交
え
参
加
者
に
組
合
の
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
新
採
職
員

の
自
己
紹
介
の
後
、
県
本
部

作
成
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
、

『
組
合
の
役
割
』
を
強
調
し
、

組
合
加
入
を
訴
え
た
と
こ
ろ
、

西
原
書
記
長
と
同
じ
職
場
の

新
採
職
員
が
さ
っ
そ
く
加
入

し
て
く
れ
ま
し
た
。

宇
和
島
病
院
労
組
は
４
月

５
日
、
執
行
委
員
会
を
開
催

３
月

29日
、
愛
媛
県
公
務

員
共
闘
会
議
（
自
治
労
連
・

県
教
組
・
県
国
公
）
と
愛
媛

労
連
は
県
教
育
委
員
会
・
県

知
事
へ
要
請
を
実
施
。
公
務

員
共
闘
側
は
４
人
が
参
加
。

県
は
総
務
管
理
局
長
含
め
４

人
が
対
応
。
（
回
答
抜
粋
・

文
責
公
務
員
共
闘
）
【
人
事

評
価
】
適
宜
制
度
は
見
直
す
。

評
価
成
績
の
低
い
職
員
へ
の

結
果
開
示
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
低
下
の
懸
念
も
あ
り
直
ち

に
開
示
の
考
え
は
な
い
。

【
他
律
的
業
務
】
全
て
の
課

の

30％
で
他
律
的
部
署
を
設

定
。
【
テ
レ
ワ
ー
ク
】
実
績

は
多
く
な
い
が
、
ノ
ー
ト
Ｐ

Ｃ
を
３
０
０
台
用
意
。
モ
バ

イ
ル
端
末
と
し
て
庁
内
Ｌ
Ａ

Ｎ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
電

源
つ
な
が
ず
使
う
た
め
費
用

は
発
生
し
な
い
。
【
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
】
昨
年
６
月
「
パ
ワ

ハ
ラ
防
止
等
要
綱
」
の
規
定

を
整
備
、
全
て
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
対
応
す
る
相
談
員
計

33人
を
男
女
ほ
ぼ
同
数
で
配

置
。
相
談
者
は
希
望
の
人
を

指
名
で
き
る
。
【
独
自
賃
金

カ
ッ
ト
】
現
時
点
で
そ
の
状

況
に
な
い
と
確
認
し
た
が
、

こ
の
状
況
が
続
け
ば
わ
か
ら

な
い
。
【
現
業
正
規
補
充
】

原
則
退
職
不
補
充
だ
が
、
総

合
的
に
確
認
し
必
要
な
要
望

を
す
る
形
は
否
定
し
な
い
。

【
両
立
支
援
】
治
療
と
仕
事

の
両
立
で
は
、
各
職
場
で
健

康
問
題
を
抱
え
る
職
員
に
可

能
な
範
囲
で
必
要
な
配
慮
を

行
う
。
障
が
い
の
あ
る
職
員

に
は
合
理
的
配
慮
と
し
て
時

差
出
勤
制
度
、
障
が
い
に
起

因
す
る
傷
病
の
定
期
通
院
に

係
る
病
気
休
暇
は
取
得
日
数

を
通
算
し
な
い
と
運
用
で
決

定
。
【
会
計
年
度
任
用
職
員
】

コ
ロ
ナ
に
関
係
な
く
会
計
年

度
任
用
職
員
へ
の
応
募
は
か

な
り
増
え
て
い
る
。
【
コ
ロ

ナ
対
応
】
会
計
年
度
任
用
職

員
が
罹
患
し
た
場
合
に
は
有

給
の
特
別
休
暇
が
付
与
さ
れ

る
他
、
職
場
等
閉
鎖
時
に
も

基
本
的
に
在
宅
勤
務
等
で
対

応
し
、
特
段
の
不
利
益
は
な

い
。

し
、
新
採
職
員
の
組
合
加
入

の
進
め
方
を
協
議
。
初
任
者

研
修
が
終
わ
り
病
棟
に
配
置

さ
れ
る
４
月

19・

21・

22日

に
組
合
説
明
会
の
開
催
を
相

談
。
「
新
採
部
署
一
覧
表
」

を
組
合
で
リ
ス
ト
化
し
、
部

署
ご
と
の
役
員
割
り
当
て
、

説
明
会
の
方
法
・
日
程
等
を

確
認
し
ま
し
た
。

（１） 第５３１号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２１年 ４月２０日

第 ５３１ 号

日 程

【４月】

17 県本部拡大執行委員会

・単組代表者会議

四国ブロック青年部常任

委員会・青プロ四国実行委

員会（四国中央）

21 南予総支部代表者会議

23 自治労連中央委員会

28 東予総支部代表者会議

【５月】

１ 第92回メーデー

３ 愛媛憲法集会

15 県本部拡大執行委員会

・単組代表者会議

こんな地域と職場をつく

りたい運動全国集会（web）

20 中央行動

22 自治労連中央労働学校

（東京～23）

26 四国ブロック幹事会

（四国中央）

【６月】

６ 平和行進高知から引継ぎ

11 自治労連全国書記学習交

流集会（web）

12 県本部拡大執行委員会・

単組代表者会議

■４／１（写真左から）【新居浜市職労】【西条市職労】【今治市労連】が「早朝宣伝」を実施。今後、組合説明会や歓迎会な

ども予定しており、新採職員のみなさんに自治労連加入を全県で呼びかけています。

＜メッセージ＞コロナ禍で不安なことも多いと思いますが、職場には頼れる先輩がたくさんいます。また先輩や職場だけでは解

決できない人員、賃金、休暇などの問題については、頼れる自治労連の組合がありますのでぜひ加入してください。良い職場環

境をつくることが良い仕事につながり、ひいてはより良い市町をつくることになります。若い皆さんの力を貸してください！

自治労連には、自分たちの切実な

思いや要望を言える場所があります。

願いや要求を実現するために、みん

なで要求・行動・交渉していくこと

が大切です。そのためには、職員一

人ひとりのチカラが必要です！みん

なで組合に加入し、働きやすい職場

をめざしましょう。



伊
予
市
職
労
は
３
月

16日

「
新
規
採
用
職
員
歓
迎
懇
談

会
」
を
開
催
し
、

20年
度
新

採
職
員
と
青
年
部
・
役
員
が

集
ま
り
、
職
場
懇
談
会
の
新

規
採
用
職
員
版
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
懇
談
会
を
開
催
。
自
己

紹
介
の
後
、
各
テ
ー
マ
「
志

望
の
動
機
、
試
験
の
感
想
」

「
所
属
部
署
や
希
望
の
部
署

の
こ
と
」
「
仕
事
で
感
じ
た

こ
と
や
困
っ
た
こ
と
」
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
入

庁
か
ら
１
年
が
経
ち
、
あ
る

程
度
会
話
が
弾
む
と
想
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
新
採
職
員

同
士
で
昼
食
を
一
緒
に
と
る

な
ど
積
極
的
な
交
流
が
あ
り
、

予
想
を
超
え
て
盛
り
上
が
り
、

話
が
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
新
採
職
員
の
懇
談
会
」
は

今
年
度
も
職
場
で
落
ち
着
い

た
時
期
を
見
て
、
実
施
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

宇
和
島
市
職
は
３
月

23日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し
５
人

が
参
加
。
来
年
度
新
採
職
員

の
組
合
勧
誘
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。
宮
崎
委
員
長

が
「
新
採
職
員
の
配
置
部
署

に
対
応
す
る
役
員
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
図
っ
た
リ
ス
ト
を
作

成
し
て
は
ど
う
か
」
と
提
起
。

執
行
委
員
か
ら
も
「
４
／
１

時
点
で
新
採
職
員
の
卓
上
に

組
合
資
料
と
歓
迎
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
た
も
の
、
組
合
で

購
入
し
た
マ
ス
ク
を
新
採
職

員
に
１
人
１
箱
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
れ
ば
喜
ば
れ
る
の
で
は
な

い
か
」
な
ど
様
々
な
意
見
や

ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
労
連
本
部
が
提
起
し
て

い
る
「
こ
ん
な
地
域
と
職
場

を
つ
く
り
た
い
運
動
」
の
進

め
方
の
提
起
が
あ
り
、
と
り

く
み
方
を
意
見
交
換
し
、
今

後
研
究
者
や
Ｊ
Ａ
担
当
者
を

交
え
た
合
同
会
議
の
日
程
調

整
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
医
療
介
護
支

部
は
３
月

23日
、
医
療
介
護

職
の
人
員
確
保
・
負
担
軽
減
・

処
遇
改
善
に
向
け
て
協
議
し
、

３
月
議
会
で
改
正
さ
れ
た

『
西
予
市
病
院
事
業
職
員
の

諸
手
当
に
関
す
る
条
例
』
の

説
明
を
医
療
介
護
部
長
・
３

施
設
の
事
務
長
・
医
療
対
策

室
長
か
ら
受
け
ま
し
た
。
今

改
正
で
は
、
宿
日
直
手
当
・

夜
間
勤
務
手
当
の
改
善
、
新

た
に
救
急
業
務
手
当
・
待
機

手
当
・
主
任
手
当
・
管
理
職

員
特
別
勤
務
手
当
の
支
給
、

認
定
看
護
師
の
処
遇
改
善
が

図
ら
れ
、
医
療
介
護
部
長
か

ら
は
「
今
後
に
向
け
て
、
近

隣
病
院
と
の
不
均
衡
是
正
に

取
り
組
ん
だ
つ
も
り
」
、
出

席
し
た
山
内
副
支
部
長
ら
は

「
こ
れ
ま
で
要
求
し
て
き
た

手
当
や
処
遇
の
改
善
が
図
ら

れ
た
。
こ
れ
ら
が
人
員
確
保

に
つ
な
が
り
、
過
酷
な
現
場

の
状
況
が
変
わ
る
よ
う
こ
れ

か
ら
も
協
議
を
継
続
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

コ
コ
ロ
ユ
ニ
オ
ン
（
内
子

社
協
労
組
）
は
３
月

16日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し
８
人

が
参
加
。
は
じ
め
に
、
要
求

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
職
場

要
求
や
課
題
な
ど
を
分
析
し

て
結
果
を
「
組
合
ニ
ュ
ー
ス
」

で
職
場
に
返
す
こ
と
を
確
認
。

ま
た
政
府
の
「
新
子
育
て
安

心
プ
ラ
ン
（
新
プ
ラ
ン
）
」

概
要
を
学
習
。
新
プ
ラ
ン
で

は
、
保
育
補
助
者
の
活
用
と

し
て
「
無
資
格
者
の
勤
務
は

週

30時
間
以
下
」
の
条
件
が

緩
和
さ
れ
る
な
ど
、
保
育
士

の
待
遇
改
善
や
保
育
士
確
保

に
向
け
た
と
り
く
み
は
置
き

去
り
で
、
参
加
執
行
委
員
か

ら
「
保
育
士
不
足
の
解
決
に

な
ら
な
い
」
「
保
育
の
質
は

ど
う
な
る
」
な
ど
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
と
り

く
み
と
し
て
６
月
定
期
大
会

開
催
や
新
役
員
案
な
ど
話
し

合
い
、
組
織
拡
大
で
は
社
協

全
体
で
の
組
合
加
入
に
と
り

く
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

周
桑
病
院
労
組
は
３
月

29

日
、
執
行
委
員
会
を
開
催
し

６
人
が
参
加
。
職
場
の
要
求

課
題
に
つ
い
て
協
議
し
、
職

場
で
の
勤
務
時
間
管
理
が
出

勤
簿
へ
の
押
印
の
み
で
あ
り
、

改
善
に
向
け
、
組
合
と
し
て

組
合
員
に
職
場
で
の
出
退
勤

時
間
の
記
録
を
お
願
い
し
、

時
間
外
勤
務
や
手
当
支
給
の

額
な
ど
を
調
査
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
時
間

外
手
当
や
労
働
時
間
の
学
習

を
進
め
、
組
合
の
活
動
を
通

じ
て
職
場
で
の
組
織
拡
大
を

行
う
と
確
認
し
ま
し
た
。
執

行
委
員
か
ら
「
人
員
不
足
が

深
刻
。
新
し
い
人
が
来
て
も

続
か
な
い
。
人
が
定
着
す
る

よ
う
改
善
で
き
る
部
分
は
要

求
し
た
い
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
、
今
後
の
執
行
委
員

会
の
開
催
の
定
例
化
を
確
認
。

最
後
に
、
今
年
度
定
年
退
職

の
元
執
行
委
員
長
の
豊
田
さ

ん
に
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら

10年

と
な
る
３
月

11日
夕
方
、
松

山
市
の
坊
っ
ち
ゃ
ん
広
場
で

「
福
島
を
く
り
返
さ
な
い
！

伊
方
原
発
い
ら
な
い
！
３
・

11愛
媛
集
会
＆
デ
モ
」
が
行

わ
れ
、
約

70人
が
参
加
。
開

会
に
あ
た
り
須
藤
昭
男
さ
ん

（
伊
方
原
発
を
と
め
る
会
事

務
局
長
）
は
「
人
は
原
発
を

制
御
で
き
ず
、
原
発
と
人
類

は
共
存
で
き
な
い
。
原
発
は

す
べ
て
な
く
す
べ
き
だ
」
な

ど
あ
い
さ
つ
。
発
言
で
は
、

愛
媛
労
連
の
今
井
正
夫
議
長

が
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
「
伊
方
原
発

３
号
機
の
廃
炉
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
強

く
求
め
る
。
『
３
・

11』
を

『
原
発
ゼ
ロ
を
願
う
日
』
と

心
に
刻
み
、
何
よ
り
も
命
を

大
切
に
し
て
歩
ん
で
い
き
ま

す
」
な
ど
の
集
会
宣
言
を
採

択
。
市
内
を
デ
モ
行
進
し
、

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

■
飲
み
や
出
か
け
る
こ
と
が

減
っ
た
の
に
、
通
販
生
活
で

出
費
が
む
し
ろ
増
え
ま
し
た
。

あ
と
体
重
も
増
え
ま
し
た
。

（
今
治
・
白
石
）

■
愛
媛
に
も
、
コ
ロ
ナ
感
染

の
ニ
ュ
ー
ス
が
毎
日
続
き
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
投
与
も
始
ま

り
そ
う
で
す
が
、
日
本
の
注

射
器
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
一
本

に
対
し
て
一
人
分
少
な
く
な

る
と
か
…
な
か
な
か
、
う
ま

い
こ
と
行
き
ま
せ
ん
ね
。
旅

行
や
食
事
な
ど
、
気
に
せ
ず

い
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
と

楽
し
い
こ
と
を
考
え
て
過
ご

し
て
い
ま
す
。
も
う
少
し
！

（
新
居
浜
社
協
・
久
保
田
）

■
海
や
山
な
ど
、
き
れ
い
な

景
色
の
写
真
を
撮
っ
て
い
ま

す
。
暖
か
く
な
っ
て
き
た
の

で
、
花
の
あ
る
景
色
を
撮
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

（
松
山
・
貝
崎
）

■
今
年
は
お
花
見
を
我
慢
し
、

車
で
夜
桜
を
見
に
い
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
の
勢
い
が
止
ま

ら
ず
い
つ
に
な
っ
た
ら
前
に

戻
る
の
か
不
安
な
気
持
ち
が

大
き
い
で
す
が
、
来
年
の
春

に
は
気
兼
ね
な
く
お
花
見
が

で
き
る
事
を
祈
る
日々
で
す
。

（
西
予
・
菊
地
）

■
妹
の
引
越
し
に
駆
り
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
ご
時
世
だ

か
ら
仕
方
な
い
で
す
が
、
マ

ス
ク
を
つ
け
て
の
作
業
は
や

は
り
き
つ
い
で
す
ね
。
早
く

コ
ロ
ナ
ど
っ
か
い
か
な
い
か

な
と
思
う
ば
か
り
で
す
。

（
愛
南
・
猪
野
）

■
春
か
ら
高
校
生
の
息
子
。

毎
日
弁
当
作
り
頑
張
る
ぞ
！

（
伊
予
・
上
本
）

■
「
ポ
イ
活
」
に
ハ
マ
っ
て

ま
す
！

（
西
予
・
井
上
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５３１号

２０２１年 ４月２０日

■
５
２
９
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
カ
ク
テ
イ
シ
ン
コ
ク
」

（
確
定
申
告
）
で
し
た
。
正

解
は

10通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

上
本
真
由
（
伊

予
）

白
石

聡
（
今

治
）

小
林
弘
樹
（
津
島
吉
田
）

竹
本
明
人
（
西

予
）

武
智

徹
（
東

温
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
５
月

27日
【
発

表
】
５
３
３
号
（
６
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①からっぽで中身が何も無い。

何一つ残っていないこと

④古代の四大文明の一つ。○○○○文明

⑦ほかの言い方に改める。言い直す

⑧吸い込むこと。○○○○口

⑨ベートーベンの交響曲第５番。日本では

【タテのカギ】

①テレビや映画、雑誌などで演者のコーディ

ネートを行う職業

②調理・洗濯など、家事を代わって行うこと

③水多めで米を軟らかく煮たもの。病気時に

⑤○○○○薬、○○○○不足、○○○○グ

⑥横浜市周辺に多くみられるラーメン店の

味付け

マ
ス
目
を
埋

め
、
二

重
枠
の
９

文
字
で

、

あ
る
四
字
熟

語
に
し

て
下
さ
い

。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


